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平成 24事業年度監査報告書
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私ども監事は、平成 24事業年度 (平成 24年 4月 1日 より平成 25年 3月 31

日まで)について別添 1。 「平成,24年度国立大学法人福井大学監事監査計画書」
に基づき監査を行いました。

その結果については、別添2.「平成 24事業年度財務諸表及び決算報告書に関

する意見書」に記載のとおりであります。

以上

(別添)

1.平成 24年度国立大学法人福井大学監事監査計画書

2.平成 24事業年度財務諸表及び決算報告書に関する意見書

(参考)独立監査人の監査報告書
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別添 1

平成 24年度国立大学法人福井大学監事監査計画書

平成 24年 7月 18日

国立大学法人福井大学監事監査要綱第 10条及び国立大学法人福井大学監事監査実施基準第 2の

規定により、平成 24年度の国立大学法人福井大学監事監査計画を次のとおり定める。

1.基本方針
国立大学法人として第 2期中期目標期間 3年目となる平成 24年度の監査においては、関係

法令や本学の中期計画、年度計画等の実施状況を確認 しつつ、前年度と同様に役員会その他重

要な会議への出席等により業務に対する期中監査を継続し、これまでの監査結果についてのフ

ォローアジプを行う。

また、監査の重′煮事項を掲げ検証を進める。          |
2.実施期間
(1)業務監査  監査室等と連携し年度を通して期中監査を行 うほか、平成 24年度終了後の

平成 25年 6月 までに期末監査を行う。

(2)会計監査  会計監査人等による会計監査を踏まえ、年度を通して期中監査を行うほか、
平成 24年度の会計に関し平成 25年 6月 までに期末監査を行う。

3.監査方法
監査は書面監査及び実地監査により行う。

書面監査は監査対象部門に出向かず、監査対象部門から提出された監査調書等により監査を

実施し、実地監査は監査対象部門に出向き、帳票その他証拠書類の原本確認及び現物の照合確

認並びに監査対象部門の長からの概況聴取・質疑応答、監査対象部門の担当者からの個別聴

取・質疑応答等の方法により実施する。

(1)業務監査
_期中監査は、役員会その他重要な会議等への出席、監査室等による内部監査の報告
を受けその内容を確認する。

期末監査は、平成 24年度の業務全般に関し、学長等から概況聴取を行うとともに、

必要に応じ担当者からの個別聴取及び書類監査を行う。

また、その他必要な事項を監査するものとする。

(2)会計監査
期中・期末監査において、会計監査人等による会計監査の報告を受けその内容を確

認するとともに、平成 24年度の決算関係書類を調査し、決算の状況等を監査する。

また、その他必要な事項を監査するものとする。

4.監査射象部門
(1)業務監査 全部局を対象部門とする。
(2)会計監査 主に事務局財務部を対象部門とするが、必要に応じ他の部局も対象部門とす

る。

5.重点監査事項
次の事項を平成 24年度の重点監査事項とし、検証を進める。

(1)大学運営に関する状況
(2)医学部附属病院の財務改善状況及び運営状況

6.監事会  原則として監事会を毎月行うものとする。
7.その他
平成 24年度は、速やかな改善に向けたアクションができるよう随時意見交換を行うものと
‐

'~る

。

また、三者協議 (監事・監査室・会計監査入)を定期的に開催し、有効かつ効率的な連携を

図るものとする。
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丹可朔く2

平成 24事業年度財務諸表及び決算報告書に関する意見書

私ども監事は、日立大学法人法第 11条第 4項及び国立大学法人法第 35条におい

て準用する独立行政法人通則法第 38条第 2項に基づき、日立大学法人福井大学の平

成 24年 4月 1日 から平成 25年 3月 31日 までの平成 24事業年度の業務について

監査を実施し、協議のうえ、本意見書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1.監査の方法の概要

監事は、一般に認められた監査手続きに従い、役員会その他重要な会議に出席

するほか、役員 (監事を除く、以下同じ)等から事業の報告を聴取し、重要な決

裁書類等を開覧し、本学における業務及び財産の状況を7胴査しました。また、会

計監査人から報告、説明を受け、財務諸表、事業報告書及び決算報告書につき検

討を加えました。

2.監査の結果

(1)会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認め

ます。

(2)財務諸表及び決算報告書は、国立大学法人福井大学の財務運営及び決算の状況

を正しく示しているものと認めます。

(3)役員の職務執行に関し、不正の行為又は法令もしくは規程に違反する重大な事

実は認められません。

平成 25年 6月 11日

国立大学法人福井大学

監 事  舟 木 幸
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国 立 大 学 法 人 福 井 大 学

学 長 員 弓 光 文 殿

独立監査人の監査報告書

新日本有限責任監査法人

参考資料

平成 25年  6月 11日
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